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本論文は、 4 部構成となっている。第 I 部-第 1 章では、日本の設備投資の実態と特徴を、マクロデータと各個別企
業に関するミクロデータを利用して概説している。第 2 章では、現代の設備投資理論の発展過程を解説して、第 II 部、






























境界値の新しいパラメトリックな推定方法を提案した(第 5 章)。第二に、この非線形の推定方法(第 7 章)、あるい






8 、 9 章)。
著者の貢献はこれだけにとどまらない。著者のこの分野における豊富な経験は、本研究に関わるデータの作成など
の点でも著者の比較優位を端的に表している(第 1 章)。本書が公刊されれば、著者のこの蓄積を利用して多くの研究
者がこの分野に参入するはずである。
これだけの多くの貢献を含む論文ではあるが、不満がないわけではない。人々が投資に多くの関心をよせるのは、
投資が実際の経済成長・変動において極めて重要な役割を果たしているからである。本論のような産業組織論的な接
近法も確かに企業の投資行動に迫るひとつの方法ではあるが、やはり投資のメカニズムを政策的視点から究明してい
くのが最も人々が求めている点であろう。その意味で、政策的インプリケーションの点においては、やや不満が残る。
しかし、これは本論が多くの点で、政策的視点をとらず、事実を究明することに徹したためで、ある意味ではやむを
えないように思われる。
最後に、本論の実証研究における結論のほとんどは、レフリー付きの専門雑誌に既に掲載された論文ないしは再投
稿中の論文を基礎としており、全体としても質の高い論文となっている。
基礎とした論文の幾つかは共同論文であるが、本論文を作成するのに際し著者は、共著の論文を基礎とした部分に
ついてはすべて、著者一人の新しい視点を加え、かつ著者一人ですべて推定し直し、それに基づき結論を得ているこ
とをイ寸け力日えておく。
以上の審査に基づき、本論は大阪大学博士(経済学)の学位論文に値すると判断する。
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